
市
長
コ
ラ
ム

　
市
で
は
、
よ
り
よ
い
教
育
の
実

現
を
め
ざ
し
、
市
長
を
は
じ
め
と

し
た
市
の
幹
部
と
、
教
育
長
、
教

育
委
員
な
ど
が
一
堂
に
会
す
る

「
貝
塚
市
総
合
教
育
会
議
」
を
毎

年
開
催
し
、
地
域
の
教
育
課
題
や
将
来
像
を
共
有
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
、
学
校
以
外
の
学
び
と
し
て
、
大
阪
・
関
西

万
博
の
教
育
的
意
義
や
、
現
在
東
地
区
で
建
設
中
の
新
た

な
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
ひ
と
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、

や
す
ら
ぎ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
青
少
年
人
権
教
育
交
流

館
、
東
共
同
浴
場
の
合
築
）を
舞
台
と
し
た
交
流
促
進
な

ど
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
で
の
学
習
に
つ
い
て
は
、
事
前
に

「
何
を
学
び
た
い
か
」
を
児
童
生
徒
が
自
ら
考
え
、
実
際

現
地
で
多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
触
れ
、
さ
ら
に
そ
こ
で

得
た
気
づ
き
を
普
段
の
行
動
へ
つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
３

つ
の
段
階
で
の
学
び
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
授
業
で
は
パ

ビ
リ
オ
ン
の
担
当
者
か
ら
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
環
境
保

護
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た
り
、
コ

リ
ア
タ
ウ
ン
で
の
校
外
学
習
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
留
学

生
と
の
交
流
を
通
し
て
多
様
性
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

う
な
ど
、
主
体
的
な
学
び
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
間
交
流
、

世
代
間
交
流
、
国
際
交
流
の
３
つ
を
柱
に
、
市
民
交
流
・

人
権
課
題
解
決
の
拠
点
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
統
合
す
る
施
設
の
１
つ
で
あ
る
ハ
ー
ト
交
流
館
で
開

催
し
て
い
る
「
子
ど
も
ま
つ
り
」
は
、
全
小
学
校
区
か
ら

の
参
加
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
間
の
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。
こ
の
度
、
や
す
ら
ぎ
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど

他
の
施
設
と
一
緒
に
な
る
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
な
ど
交

流
の
幅
を
一
層
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
社
会
に
出
て
い
く
準
備
と
し

て
義
務
教
育
の
期
間
に
、
普
段
学
校
で
教
わ
る
教
科
の
学

び
に
留
ま
ら
ず
、
様
々
な
価
値
観
を
も
つ
他
者
と
の
交
流

を
通
じ
た
人
間
形
成
の
た
め
の
学
び
を
深
め
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
社
会
の
先
輩
で
あ
る

地
域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
見
守
ら
れ
、
背
中
を
押
さ
れ
な

が
ら
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
機
会
が
不
可
欠
で
す
。
こ

う
し
た
関
わ
り
を
通
し
て
地
域
に
愛
着
を
持
ち
「
地
域
の

一
員
と
し
て
活
躍
し
た
い
」
と
志
を
抱
く
子
ど
も
た
ち
が

増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

社
会
の
先
輩
た
ち
と
の

交
流
を
通
じ
て
成
長
す
る
子
ど
も
た
ち

令和8年1月 第1034号　(16)

11月19日

11月24日

　善兵衛ランドでは、交流事業の一環と
して高校と連携し、高校生のアイデアな
どを活かして子どもたちの興味・関心を
高める取組みを進めています。
　この日は、岸和田高校の天体部の皆さ
んを招き、善兵衛にゆかりのある伊能忠
敬の大図の見学や天体観測などを行いま
した。

11月18日
　市民福祉センター６階多目的ホールで
「人生100年時代　超高齢社会をいつまで
も元気に過ごそう」を開催しました。
　参加された方は、生活の中で簡単にで
きる運動やフレイルを意識した食事、薬
との関係など、日常的に健康を維持する
ためのコツを学び、その場でストレッチ
なども行いました。

　貝塚市スポーツ推進委員
協議会による「貝塚市民わくわく
ウォーク」が開催されました。92人の
参加者が、紅葉を楽しみながら約３km
の山手ルートを歩きました。
　ウォーキング終了後は農産物やつげ
さんグッズが当たる抽選会が行われ、
盛り上がりました。

11月30日 　市役所庁舎前で農業祭とふれあい市を開催し
ました。採れたて野菜や特産品の販売などに多くの方が来
場しました。ステージでは式典を行い、演奏やダンスパ
フォーマンスなども披露されました。
　各ブース前に長い行列ができるなど、買い物を楽しむ姿
が見られました。

つげさん
Ｘ(旧ﾂｲｯﾀｰ)

マチイロ

ためまっぷ
かいづか
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12月５日

　コスモスシアターで「2025人権を守る市
民のつどい」を開催しました。
　読売テレビ放送特別解説委員の高岡達之
様を講師に迎え「ニュースの裏側から見た
人権問題」についてユーモアを交えながら、
人権との関わりについて分かりやすくお話
しいただきました。

12月８日
　日本生命保険相互会社の野球部と女子卓球部の皆
様が市のPRアンバサダーに就任されました。
　トップアスリートの皆様にSNSなど様々なシーン
で発信していただき、多くの方に市の魅力を知って
いただけることを期待しています。
　ありがとうございます。

問
合
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教
育
総
務
課
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11月18日

　市では、貝塚警察署
と「貝塚市における空
き家等対策に関する協
定書」を締結しまし
た。
　近畿初のこの協定に
より、空き家所有者な
どの情報共有の迅速化

を図ることができます。今後も安全で安心な住環境の
実現と空き家対策の総合的な推進に取り組みます。

総合教育会議
会議録

12月６日 　権利擁護サポートセンターか
いづかの設置を記念し、大阪公立大学大学
院准教授の鵜浦直子様による講演「意思決
定支援・権利擁護支援の基本的な考え方」
を開催しました。
　鵜浦様は、「認知症や障害などにより判
断能力に不安をお持ちの方の意思決定や権
利擁護支援は、一人ひとりの『生きる主体
としての立場』を保障するものでなければ
ならない」と話されました。


